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■
日
越
協
力
体
制
の
確
認

小
野
益
央
在
ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本
国
総
領
事
は
挨
拶

の
中
で
、
今
年
５
月
の
高
市
総
理
大
臣
の
ベ
ト
ナ
ム

訪
問
に
も
ふ
れ
、
科
学
技
術
、
半
導
体
、
Ａ
Ｉ
な
ど

の
戦
略
分
野
に
お
け
る
日
越
両
国
の
連
携
基
盤
に
つ

い
て
紹
介
し
た
。
科
学
技
術
人
材
育
成
の
重
要
性
に

つ
い
て
言
及
し
た
ほ
か
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ベ
ト
ナ

ム
の
科
学
技
術
分
野
に
お
け
る
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
引
き
続
き
貢
献
し
、
ま
た
同
窓
生
が
両
国
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
へ
期
待
を
寄
せ
た
。

次
に
、
日
越
友
好
議
員
連
盟
の
小
渕
優
子
会
長
か

ら
、
激
励
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
た
。

基
調
講
演
と
し
て
、
今
年
４
月
に
着
任
し
た
日
越

大
学
の
グ
エ
ン
・
ホ
ア
ン
・
オ
ア
イ
ン
学
長
も
ハ
ノ

イ
か
ら
出
席
。
オ
ア
イ
ン
学
長
は
、
日
越
の
学
術
協

力
は
、
歴
史
的
に
深
い
基
盤
を
持
っ
て
お
り
、
同
大

を
中
心
と
し
て
現
在
は
多
層
的
に
発
展
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
言
及
し
、
ま
た
今
後
は
双
方
に
利
益
の

あ
る
共
創
型
協
力
モ
デ
ル
へ
深
化
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

基
調
講
演
の
あ
と
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
大
学
機
関

を
代
表
し
て
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
科
大
学
か
ら
講
演

が
あ
っ
た
。
同
大
の
概
要
や
教
育
研
究
体
制
の
紹
介

が
あ
り
、
日
本
と
の
連
携
を
基
盤
に
、
教
育
・
研

究
・
産
業
を
含
む
包
括
的
な
国
際
連
携
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

■
Ｓ
Ｓ
Ｐ
等
参
加
者
体
験
の
共
有

同
窓
生
の
経
験
の
共
有
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
形
式
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
に
分
か

れ
て
実
施
さ
れ
た
。
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
同
窓
生
か
ら
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
が
そ
の
後
の
研
究
活
動
や
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
共

有
さ
れ
た
。
特
に
、
日
本
で
の
経
験
を
契
機
と
し
て

国
際
的
な
視
野
の
獲
得
、
研
究
の
継
続
や
日
本
で
の

学
位
取
得
、
日
本
留
学
検
討
と
い
っ
た
形
で
関
与
が

発
展
し
て
い
る
事
例
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
日
本
学
生
支
援
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
ベ

ト
ナ
ム
事
務
所
に
よ
る
日
本
留
学
説
明
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
に

よ
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
共
同
研
究
お
よ
び
若
手
人
材
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｙ

－

ｔ
ｅ
ｃ
）
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
同
窓
会
幹
事
長
の
デ
ィ
ン
・
フ
イ
・
ド

ゥ
ッ
ク
氏
が
登
壇
し
、
す
べ
て
の
関
係
者
の
協
力
の

も
と
、
同
窓
会
が
成
功
裏
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
喜

び
を
示
す
と
と
も
に
、
「
同
窓
生
一
人
ひ
と
り
が
両

国
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
、
知
識
や
経
験
を
社
会

に
還
元
し
て
い
く
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
」
と
述
べ
た
。

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
ベ
ト
ナ
ム
同
窓
会
は
、

今
回
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
の
初
開
催
を
契
機
と
し
て
、

ベ
ト
ナ
ム
全
土
に
お
け
る
同
窓
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

さ
ら
な
る
拡
大
と
、
日
越
間
の
人
材
交
流
の
一
層
の

深
化
が
期
待
さ
れ
る
。

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
は
６
月
14
日
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
第
５
回
「
さ
く
ら
サ

イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
ベ
ト
ナ
ム
同
窓
会
」
を
開
催
し
た
。

同
窓
生
や
来
賓
ら
計
87
名
が
参
加
し
た
。

同
窓
会
は
主
に
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
国
際
青
少
年
サ
イ
エ

ン
ス
交
流
事
業
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）
」
で
の
招
へ
い
者
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了

後
も
同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
維
持
・
発

展
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
若
手
人
材
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｙ

－

ｔ
ｅ

ｃ
）
の
一
期
生
が
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
後
に
帰
国

し
た
こ
と
を
受
け
、
初
め
て
参
加
し
た
。

こ
れ
ま
で
首
都
ハ
ノ
イ
の
み
で
開
催
し
て
き
た
同

窓
会
だ
が
、
同
窓
生
が
ベ
ト
ナ
ム
全
土
に
広
が
っ
て

い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
初
め
て
開

催
。
南
ベ
ト
ナ
ム
各
地
の
大
学
等
で
学
ん
で
い
る
学

生
を
中
心
に
、
教
員
、
研
究
者
、
企
業
に
勤
め
る
者

な
ど
幅
広
い
同
窓
生
の
参
加
が
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
た
人
材
交
流
の
成
果
や
、
日
越
間
の
協
力
関

係
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た
展
望
が
共
有
さ
れ
た
。

同窓生や来賓ら計87名が参加したさくらサイエンス
クラブベトナム同窓会（ベトナム・ホーチミン市）

ベ
ト
ナ
ム
同
窓
会
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
開
催

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
ら
87
名
参
加




